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右
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は
じ
め
に
江
戸
時
代
も
後
半
期
に
は
、
従
来
か
ら
活
躍
し
て
い
た
中
央
の
大
工
集
団
の
他
に
、
地
方
の
在
方
集
住
の
大
工
集
団
が
現
れ
、
目
覚
ま
し
い
活
動
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
る
。
神
奈
川
県
下
で
も
、
各
地
で
在
地
の
大
工
集
団
が
成
長
し
、
民
家
ば
か
り
で
な
く
、
寺
社
建
築
も
手
１
掛
け
、
神
輿
、
屋
台
な
ど
広
範
囲
の
仕
事
を
こ
な
す
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
在
地
大
工
集
団
の
一
つ
と
し
て
、
享
和
年
代
（１８００
）
頃
よ
り
頭
角
を
現
し
て
き
た
、
神
奈
川
県
愛
甲
郡
の
半
原
大
工
が
あ
げ
ら
れ
る
。
彼
ら
は
、
太
子
講
を
結
成
し
、
地
元
半
原
ば
か
り
で
な
く
、
隣
接
地
域
に
も
範
囲
を
延
ば
し
、
江
戸
幕
府
作
事
方
と
し
て
も
活
２
動
し
た
。
筆
者
は
、
近
年
、
相
模
原
市
の
津
久
井
町
文
化
遺
産
調
査
の
一
環
と
し
て
、
そ
の
半
原
大
だ
い
ぞ
う
じ
じ
つ
そ
う
い
ん
工
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
、
大
蔵
寺
及
び
、
實
相
院
薬
師
堂
の
天
井
画
を
調
査
３
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
興
味
あ
る
こ
と
に
、
そ
の
天
井
画
は
、
半
原
大
工
の
大
棟
梁
、
柏
木
十
四
代
右
忠
郎
、
藤
原
頼
光
（
後
の
矢
内
高
光
）
の
描
い
た
作
例
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
の
考
察
結
果
を
得
た
。
も
と
も
と
、
大
工
棟
梁
に
は
、
五
意
、
即
ち
「
地
割
、
算
合
、
絵
用
、
作
事
、
彫
物
」
に
優
れ
、
高
い
技
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
設
計
、
製
図
も
重
要
な
技
術
と
し
て
訓
練
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
寺
院
天
井
画
と
い
っ
た
大
規
模
な
絵
画
制
作
は
、
従
来
、
狩
野
派
の
よ
う
な
専
門
画
師
に
よ
る
作
例
が
多
く
、
管
見
の
限
り
、
神
奈
川
県
４
下
に
お
い
て
、
大
工
が
描
い
た
と
い
う
確
証
の
あ
る
作
例
報
告
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
津
久
井
町
文
化
遺
産
調
査
結
果
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
両
寺
院
の
天
井
画
と
し
て
描
か
れ
た
、「
墨
龍
図
」「
飛
天
図
」「
迦
陵
頻
伽
図
」
の
作
例
を
紹
介
し
、
江
戸
時
代
末
期
に
お
け
る
大
工
棟
梁
の
天
井
画
制
作
と
そ
の
方
法
、
特
に
、
そ
の
図
像
ソ
ー
ス
と
し
て
、
建
築
彫
物
用
デ
ザ
イ
ン
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
若
干
の
私
見
を
述
べ
た
い
。
か
り
ょ
う
び
ん
が
Ⅰ
大
蔵
寺
天
井
画
「
花
鳥
図
」「
墨
龍
図
」「
飛
天
図
」「
迦
陵
頻
伽
図
」
え
ん
け
い
大
蔵
寺
は
、
大
永
四
年
（１５２４
）
に
示
寂
し
た
円
慶
を
開
山
と
す
る
、
津
久
井
町
太
井
に
あ
る
真
言
宗
寺
院
で
あ
る
。
も
と
寿
性
院
と
称
し
た
が
、
昭
和
四
十
二
年
（１９６７
）、
津
久
井
湖
建
設
の
た
め
水
没
す
る
泉
蔵
寺
と
合
併
し
現
在
の
寺
号
と
な
っ
た
。
そ
の
本
堂
は
、
普
請
棟
札
に
よ
っ
て
、
天
保
十
四
年
（１８４３
）
に
、
半
原
の
住
人
、
藤
原
朝
臣
柏
木
右
忠
郎
頼
光
を
大
棟
梁
と
し
て
建
て
ら
れ
た
こ
と
の
わ
か
る
、
近
世
期
に
典
型
的
な
六
間
造
り
の
方
丈
５
形
式
本
堂
で
あ
る
。
そ
の
本
堂
外
陣
の
格
天
井
の
格
間
に
描
か
れ
て
い
る
の
が
、
五
十
四
面
の
「
花
鳥
図
」
で
あ
る
。
そ
の
内
の
「
桃
図
」
の
画
面
に
は
、「
天
保
十
五
甲
辰
卯
月
」「
相
模
國
半
原
住
藤
原
頼
光
畵
」
と
墨
書
さ
れ
、「
藤
原
頼
光
」
の
方
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
格
間
絵
の
制
作
時
期
は
天
保
十
五
年
（１８４４
）、
制
作
者
は
、
本
堂
建
立
の
指
揮
を
と
っ
た
大
棟
梁
を
名
乗
る
、
半
原
在
住
の
藤
原
頼
光
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
表
１
、
図
１
、
２
－ 1－
図２ 花鳥図部分
図１ 墨書銘
図３ 墨龍図部分
図４ 落款印章
図５ 飛天図（蓮華）
図６ 飛天図（琵琶）
図７ 飛天図（鞨鼓）
図８ 飛天図（笙）
図９ 落款印章
本
堂
内
陣
の
鏡
天
井
中
央
に
は
「
墨
龍
図
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
図
様
は
、
三
本
爪
の
墨
龍
が
蜷
局
を
巻
、
画
面
か
ら
こ
ち
ら
を
睥
睨
す
る
姿
を
、
勢
い
の
あ
る
筆
で
描
く
典
型
的
な
「
墨
龍
図
」で
あ
る
。
舌
と
火
焔
に
は
朱
を
入
れ
、
右
目
が
小
さ
く
、
左
目
が
や
や
大
き
い
。
こ
の
龍
の
髭
や
牙
、
鼻
な
ど
の
面
貌
の
描
写
は
、
後
述
す
る
實
相
院
の
薬
師
堂
の
天
井
画
「
墨
龍
図
」
と
相
似
す
る
。
恐
ら
く
、
共
通
す
る
図
様
を
手
本
と
し
て
描
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
画
面
に
は
、「
永
信
」
の
落
款
と
「
頼
光
」
の
印
が
あ
り
、
前
記
し
た
「
花
鳥
図
」
の
落
款
と
、「
頼
光
」
が
共
通
す
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
表
２
、
図
３
、
４
そ
の
墨
龍
図
を
囲
む
よ
う
に
し
て
「
飛
天
図
」
が
四
面
描
か
れ
る
。
飛
天
は
そ
れ
ぞ
れ
、
蓮
華
、
琵
琶
、
笙
を
持
ち
、
鞨
鼓
を
首
に
か
け
る
。
飛
天
の
衣
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
牡
丹
や
菊
な
ど
の
華
や
か
な
模
様
を
描
い
て
、
微
妙
な
変
化
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
左
手
に
蓮
華
を
持
ち
、
右
手
で
天
衣
の
端
を
掴
む
飛
天
の
画
面
に
は
、
落
款
「
東
都
圡
佐
永
信
筆
」
と
印
章
「
藤
原
頼
光
」
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
こ
の
作
品
は
、
東
都
（
江
戸
）
の
土
佐
永
信
藤
原
頼
光
の
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
押
さ
れ
た
「
藤
原
頼
光
」
の
印
は
、
外
陣
格
天
井
の
「
花
鳥
図
」
に
見
ら
れ
た
「
藤
原
頼
光
」
の
印
と
同
じ
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
図
５
、
６
、
７
、
８
、
９
－ 2－
図１０ 墨龍図
図１１ 棟札
図12
落款印章
図13 飛天図（笙）
図14 飛天図（蓮華）
以
上
の
作
例
に
見
ら
れ
る
、
落
款
と
印
章
を
整
理
し
て
み
る
と
、
①
三
者
に
お
い
て
「
頼
光
」
と
い
う
名
の
部
分
は
共
通
し
て
い
る
。
②
「
花
鳥
図
」
と
「
飛
天
図
」
で
は
「
藤
原
頼
光
」
と
い
う
姓
名
が
共
通
し
て
い
る
。
③
「
墨
龍
図
」
と
「
飛
天
図
」
で
は
「
永
信
」
と
い
う
名
の
部
分
が
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
て
、
格
天
井
の
「
花
鳥
図
」
と
鏡
天
井
の
「
墨
龍
図
」、
「
飛
天
図
」
は
、
半
原
在
住
の
大
棟
梁
、
藤
原
柏
木
右
忠
郎
頼
光
に
よ
り
描
か
れ
た
可
能
性
６
が
極
め
て
高
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
た
だ
、
此
処
で
問
題
と
な
る
の
は
、
格
天
井
の
花
鳥
図
に
は
、「
相
模
國
半
原
住
藤
原
頼
光
畵
」
と
あ
り
、
飛
天
図
に
は
「
東
都
圡
佐
永
信
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
半
原
は
当
然
、
半
原
大
工
の
根
拠
地
で
あ
り
、
大
蔵
寺
を
建
立
し
た
藤
原
頼
光
、
柏
木
右
忠
郎
と
の
齟
齬
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
東
都
は
、
即
ち
江
戸
を
意
味
す
る
の
で
、
唐
突
で
も
あ
り
、
や
や
不
自
然
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。「
東
都
圡
佐
永
信
」
に
関
す
る
情
報
は
現
在
無
い
が
、
字
義
通
り
に
解
釈
す
れ
ば
、
江
戸
在
住
の
土
佐
派
の
絵
師
永
信
と
い
う
意
味
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
半
原
の
藤
原
頼
光
が
、
東
都
の
土
佐
永
信
を
名
乗
っ
た
経
緯
に
関
し
て
は
、
確
か
な
情
報
は
な
い
が
、
實
相
院
薬
師
堂
の
天
井
画
の
概
要
説
明
を
し
た
後
、
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
Ⅱ
實
相
院
薬
師
堂
天
井
画
實
相
院
は
、
永
禄
三
年
（１５６０
）
に
示
寂
し
た
頼
久
を
開
山
と
す
る
、
津
久
井
町
又
野
に
あ
る
真
言
宗
寺
院
で
あ
る
。
千
木
良
の
善
勝
寺
末
寺
で
あ
る
が
、
由
緒
等
、
詳
し
い
来
歴
は
明
ら
か
で
な
い
。
實
相
院
の
薬
師
堂
は
、
棟
札
に
よ
り
弘
化
四
年
（１８４７
）
半
原
の
柏
木
右
７
忠
頼
光
を
大
棟
梁
と
し
て
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
薬
師
堂
の
鏡
天
井
中
央
に
は
、
三
本
爪
で
舌
の
部
分
に
朱
を
点
じ
た
迫
力
の
あ
る
「
墨
龍
図
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
本
図
に
落
款
は
無
い
が
、
大
蔵
寺
本
堂
の
内
陣
中
央
に
描
か
れ
た
永
信
筆
の
墨
龍
と
、
右
目
が
大
き
く
、
左
目
が
や
や
小
さ
い
面
貌
表
現
な
ど
に
近
似
性
が
認
め
ら
れ
る
。
表
３
、
図
１０
、
１１
「
墨
龍
図
」
の
四
周
に
は
、
飛
天
四
体
と
迦
陵
頻
伽
二
体
が
描
か
れ
て
い
る
。
飛
天
の
衣
装
に
は
、
大
蔵
寺
の
飛
天
同
様
、
模
様
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
牡
丹
唐
草
や
亀
甲
文
様
な
ど
、
絵
柄
の
モ
チ
ー
フ
は
微
妙
に
異
な
る
。
そ
の
中
で
、
琵
琶
を
奏
す
る
飛
天
の
図
に
は
、
落
款
「
永
信
藤
原
頼
光
畫
」
と
印
「
藤
原
頼
光
」
が
あ
る
。
落
款
部
分
は
痛
み
が
激
し
く
、
判
読
に
は
困
難
を
要
す
る
が
、
印
「
藤
原
頼
光
」
は
、
先
に
み
た
大
蔵
寺
外
陣
格
天
井
の
「
花
鳥
図
」
及
び
、
内
陣
鏡
天
井
の
「
飛
天
図
」
と
同
じ
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
他
の
飛
天
は
、
笙
、
蓮
華
、
鞨
鼓
を
持
ち
、
迦
陵
頻
伽
は
前
向
き
で
箏
を
奏
す
る
も
の
と
後
姿
の
二
体
が
描
か
れ
て
い
る
。
飛
天
の
面
貌
表
現
は
、
大
蔵
寺
鏡
天
井
の
「
飛
天
図
」
の
飛
天
と
相
似
し
、
迦
陵
頻
伽
の
姿
態
も
羽
の
描
写
を
除
い
て
、
同
じ
く
大
蔵
寺
天
井
画
「
飛
天
図
」
の
飛
天
と
近
似
し
て
い
る
。
図
１２
、
１３
、
１４
、
１５
、
１６
、
１７
、
１８
－ 3－
図15 飛天図（琵琶）
図16 飛天図（鞨鼓）
図17 迦陵頻伽図（筝）
図18 迦陵頻伽図
図１９ 宝相華唐草図
四
周
に
描
か
れ
た
「
飛
天
図
」、「
迦
陵
頻
伽
図
」
の
間
に
は
、
二
面
の
「
宝
相
華
唐
草
図
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
部
損
傷
が
あ
る
が
、
鮮
や
か
な
彩
色
は
、
比
較
的
良
く
残
っ
て
い
る
。
色
彩
の
状
態
、
全
体
構
成
の
面
か
ら
考
え
て
、「
墨
龍
図
」「
飛
天
図
」「
迦
陵
頻
伽
図
」
「
宝
相
華
唐
草
図
」
は
一
組
を
為
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
図
１９
以
上
、
紹
介
し
た
實
相
院
の
作
例
と
前
記
大
蔵
寺
の
作
例
を
比
較
し
て
み
る
と
、
①
實
相
院
薬
師
堂
の
「
飛
天
図
」
の
落
款
「
藤
原
頼
光
」
は
、
大
蔵
寺
本
堂
外
陣
「
花
鳥
図
」
や
内
陣
「
飛
天
図
」
に
見
ら
れ
た
印
章
「
藤
原
頼
光
」
と
共
通
し
て
い
る
。
②
實
相
院
薬
師
堂
の
天
井
画
「
墨
龍
図
」「
飛
天
図
」「
迦
陵
頻
伽
図
」「
宝
相
華
唐
草
図
」
は
、
大
蔵
寺
の
「
墨
龍
図
」「
飛
天
図
」
と
同
じ
く
、
や
や
モ
チ
ー
フ
に
相
違
す
る
点
は
あ
る
が
、
中
心
に
墨
龍
を
据
え
、
周
り
に
讃
嘆
供
養
す
る
形
の
飛
天
等
を
配
置
す
る
と
い
う
構
成
に
お
い
て
は
共
通
し
て
お
り
、
癖
の
な
い
素
直
な
描
法
と
い
う
点
で
も
近
似
し
て
い
る
。
殊
に
、
琵
琶
を
持
つ
飛
天
と
笙
を
手
に
し
て
口
元
近
く
で
捧
げ
る
飛
天
の
図
像
は
、
ポ
ー
ズ
も
同
じ
で
、
打
ち
込
み
の
無
い
穏
や
か
な
線
描
な
ど
、
共
通
す
る
描
法
が
看
取
さ
れ
る
。
衣
装
の
紋
様
部
分
に
は
、
や
や
相
違
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
同
系
統
の
図
像
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
實
相
院
薬
師
堂
の
天
井
画
と
大
蔵
寺
天
井
画
は
、
と
も
に
、
藤
原
頼
光
の
作
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
Ⅲ
筆
者
藤
原
頼
光
１
半
原
大
工
棟
梁
そ
こ
で
次
に
、
両
寺
院
の
天
井
画
の
筆
者
と
考
え
ら
れ
る
藤
原
頼
光
、
即
ち
、
両
寺
院
の
８
建
立
に
際
し
、
大
棟
梁
と
し
て
指
揮
を
と
っ
た
柏
木
右
忠
郎
藤
原
頼
光
（１８２２
〜１９０７
）
に
つ
い
て
、
見
て
ゆ
き
た
い
。
柏
木
右
忠
郎
藤
原
頼
光
は
、
江
戸
本
所
立
川
に
住
む
立
川
小
兵
９
衛
富
房
に
師
事
し
、
立
川
流
を
伝
授
さ
れ
た
と
の
伝
承
を
持
つ
、
半
原
大
工
の
棟
梁
、
柳
川
右
兵
衛
安
則
の
孫
と
し
て
文
政
五
年
（１８２２
）、
愛
甲
郡
の
半
原
村
に
生
ま
れ
た
。
祖
父
柳
川
安
則
は
、
寛
政
末
年
頃
に
幕
府
作
事
方
と
し
て
一
代
を
限
っ
て
の
匠
姓
を
許
さ
れ
、
柏
木
姓
を
名
乗
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
実
際
は
、
柏
木
姓
は
孫
の
、
柏
木
右
忠
郎
藤
原
頼
光
の
代
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
柏
木
右
忠
郎
藤
原
頼
光
は
、
両
寺
院
建
立
後
間
も
な
い
嘉
永
元
年
（１８４８
）、
幕
府
作
事
方
を
勤
め
、
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
、
匠
姓
矢
内
高
光
を
名
乗
る
こ
と
と
な
る
。
更
に
、
嘉
永
四
年
（１８５１
）
に
は
、
半
原
大
工
集
団
の
代
表
的
建
築
の
一
つ
、
愛
甲
郡
の
勝
楽
寺
の
二
重
山
門
を
上
棟
し
、
そ
の
後
も
、
明
治
四
十
年
（１９０７
）
に
没
す
る
ま
で
、
江
戸
と
半
原
を
往
復
し
て
幕
府
造
替
事
業
に
関
わ
る
一
方
、
津
久
井
、
厚
木
、
座
間
、
平
塚
な
ど
近
郊
諸
地
域
の
社
寺
建
築
や
、
神
輿
制
作
、
そ
し
て
明
治
に
入
っ
て
か
ら
は
、
洋
館
建
築
へ
と
ジ
ャ
ン
ル
を
広
げ
て
造
営
活
動
を
続
け
て
い
っ
１０た
。
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図２０、２１、２２、２３、 『下絵素描集』より抜粋
２
土
佐
永
信
そ
れ
で
は
、
相
模
国
半
原
在
住
の
大
工
棟
梁
柏
木
右
忠
郎
藤
原
頼
光
と
「
飛
天
図
」
に
落
款
さ
れ
た
、
東
都
の
土
佐
永
信
の
関
係
は
ど
う
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
現
時
点
で
は
確
実
な
資
料
が
な
く
、
あ
く
ま
で
、
推
量
の
域
を
脱
し
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
柏
木
右
忠
郎
藤
原
頼
光
は
、
嘉
永
元
年
（１８４８
）
幕
府
作
事
方
と
し
て
、
矢
内
姓
を
名
乗
り
、
江
戸
で
の
仕
事
を
し
て
い
る
が
、
祖
父
柏
木
安
則
は
、
天
保
元
年
（１８３０
）
に
も
幕
府
の
仕
事
に
参
加
し
て
い
る
の
で
、
或
は
彼
も
、
大
蔵
寺
や
實
相
院
の
仕
事
を
す
る
以
前
に
、
江
戸
に
行
っ
て
い
た
可
能
性
が
無
い
と
は
言
え
な
い
。
そ
の
折
、
土
佐
派
の
絵
師
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
絵
画
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
土
佐
姓
を
名
乗
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
１１る
。
た
だ
、
彼
の
天
井
画
制
作
の
作
例
は
こ
れ
以
外
に
は
見
当
た
ら
ず
、
ま
た
、
次
章
で
紹
介
す
る
彼
の
『
下
絵
素
描
集
』
や
本
画
に
も
、
土
佐
永
信
の
表
記
は
見
い
だ
せ
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
、
更
に
調
査
を
続
行
し
て
い
き
た
い
。
３
『
下
絵
素
描
集
』（
仮
名
）
紙
本
墨
画
淡
彩
次
に
、
両
寺
院
の
天
井
画
と
の
関
連
が
予
想
さ
れ
る
、
矢
内
高
光
（
柏
木
右
忠
郎
藤
原
頼
光
）
が
描
い
た
『
下
絵
素
描
集
』
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
そ
こ
に
は
、
寺
社
建
築
の
設
計
図
や
、『
倭
絵
様
集
』
と
い
っ
た
、
江
戸
時
代
後
半
多
数
出
版
さ
れ
た
大
工
の
た
め
の
建
築
技
法
書
の
雛
型
を
写
し
た
と
推
定
さ
れ
る
、
木
鼻
や
虹
梁
、
蟇
股
に
施
す
彫
物
用
デ
ザ
イ
ン
の
デ
ッ
サ
ン
、
更
に
大
工
作
業
の
現
場
の
様
子
な
ど
、
建
築
関
係
の
図
が
速
筆
で
数
多
く
描
か
れ
て
い
１２る
。
そ
の
一
方
で
、
直
接
建
築
と
は
関
係
な
い
よ
う
な
テ
ー
マ
、
例
え
ば
、
酒
造
り
の
様
子
や
酒
屋
、
桶
屋
と
い
っ
た
働
く
職
人
の
姿
を
描
い
た
「
職
人
尽
く
し
」、「
十
二
単
の
１３
女
性
」、「
浦
島
太
郎
と
乙
姫
」、
等
々
、
そ
の
画
題
は
広
範
囲
に
わ
た
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
。
殊
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
倭
絵
様
集
』
な
ど
に
は
見
当
た
ら
な
い
、
仏
教
の
尊
像
の
図
像
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
１４る
。
そ
の
尊
像
は
、
如
来
が
、
大
日
、
釋
迦
、
阿
弥
陀
、
阿
閦
、
薬
師
、
弥
勒
の
六
体
、
菩
薩
が
、
観
音
、
勢
至
、
文
殊
、
普
賢
、
地
蔵
、
虚
空
蔵
の
六
体
で
合
計
十
二
体
。
も
し
こ
れ
に
不
動
明
王
が
加
わ
れ
ば
、
ち
ょ
う
ど
十
三
仏
信
仰
の
本
地
仏
と
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
中
世
に
始
ま
り
、
江
戸
時
代
以
降
庶
民
の
間
に
盛
ん
と
な
っ
た
、
追
善
供
養
と
関
連
す
る
十
三
仏
信
仰
の
本
尊
画
像
、
そ
の
制
作
の
た
め
の
図
像
の
可
能
性
と
い
っ
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
点
、
非
常
に
興
味
深
い
。
な
お
、
尊
像
は
い
ず
れ
も
定
規
を
使
用
し
た
製
図
の
よ
う
な
几
帳
面
さ
で
描
か
れ
、
朱
で
直
し
が
入
っ
て
い
１５る
。
図
２０
、
２１
、
２２
、
２３
４
「
画
工
玉
峰
齊
」
と
本
画
『
下
絵
素
描
集
』
で
更
に
注
視
し
た
い
の
は
、
大
工
職
人
の
作
業
現
場
の
様
子
を
描
い
た
図
に
、「
畫
工
玉
峰
齋
」
の
落
款
が
認
め
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
一
般
に
大
工
棟
梁
に
と
っ
て
、
設
計
、
製
図
は
必
須
の
技
能
で
あ
り
、
絵
師
同
様
、
高
度
の
作
画
技
術
が
習
得
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
、
自
ら
画
工
と
明
記
し
て
い
る
点
に
、
大
工
矢
内
高
光
は
、
画
工
と
し
て
の
は
っ
き
り
と
し
た
自
覚
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
彼
は
、
素
描
ば
か
り
で
な
く
、
本
画
作
品
ま
で
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
最
晩
年
、
八
十
一
歳
の
年
に
、
大
工
職
人
仲
間
の
太
子
講
の
た
め
に
描
い
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図２６ 下絵
図２５ 下図
図２４ 落款
図２７ 静岡浅間神社大拝殿天井画
図２８ 静岡浅間神社寛信筆迦陵頻伽図
た
「
聖
徳
太
子
孝
養
像
」
二
幅
と
、
近
隣
地
域
の
稲
荷
講
の
た
め
に
描
い
た
掛
軸
二
幅
で
あ
る
。『
下
絵
素
描
集
』
に
は
、
そ
の
「
聖
徳
太
子
孝
養
像
」
の
為
の
も
の
と
思
わ
れ
る
下
図
や
淡
彩
下
絵
な
ど
も
描
か
れ
て
い
１６る
。
前
章
で
見
た
広
範
囲
の
テ
ー
マ
は
、
こ
う
し
た
画
像
制
作
の
た
め
の
下
図
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
た
だ
、
今
回
は
天
井
画
制
作
に
問
題
を
絞
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
本
画
作
品
に
関
し
て
は
改
め
て
精
査
し
、
考
察
を
加
え
た
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
彼
が
絵
画
制
作
に
絵
師
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
１７る
。
残
念
な
が
ら
、『
下
絵
素
描
集
』
に
も
、
本
画
に
も
「
圡
佐
永
信
」
の
落
款
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
以
上
の
こ
と
か
ら
も
、
彼
が
、「
飛
天
図
」
に
土
佐
永
信
と
落
款
し
た
所
以
の
一
端
は
理
解
さ
れ
よ
う
。
図
２４
、
２５
、
２６
Ⅳ
「
墨
龍
図
」「
飛
天
図
」「
迦
陵
頻
伽
図
」
の
検
討
そ
れ
で
は
、
大
工
棟
梁
の
柏
木
右
忠
郎
藤
原
頼
光
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
を
用
い
て
、
専
門
画
師
が
描
く
こ
と
の
多
い
天
井
画
を
制
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
再
び
、
両
寺
院
の
天
井
画
の
主
題
や
そ
の
図
像
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。
１
天
井
画
の
主
題
と
構
成
近
世
の
天
井
画
の
主
題
は
、
格
天
井
の
場
合
、
華
麗
な
花
鳥
画
や
宝
相
華
唐
草
と
い
っ
た
紋
様
が
多
い
。
そ
の
花
鳥
画
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
は
、
吉
祥
的
意
味
あ
い
を
付
与
さ
れ
た
植
物
や
動
物
を
単
体
、
あ
る
い
は
組
み
合
わ
せ
て
描
く
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
先
述
し
た
、
大
蔵
寺
本
堂
外
陣
の
格
天
井
に
描
か
れ
た
、
藤
原
頼
光
の
花
鳥
画
も
正
に
そ
う
し
た
花
鳥
画
の
典
型
例
と
い
え
る
。
一
方
、
寺
院
の
法
堂
の
天
井
に
は
龍
を
描
く
も
の
が
多
く
、
こ
う
し
た
傾
向
は
、
中
世
に
遡
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
中
世
に
中
国
か
ら
禅
宗
や
水
墨
画
が
伝
わ
り
、
仏
法
を
守
護
す
る
龍
を
描
く
寺
院
が
増
え
た
こ
と
が
あ
る
。
龍
は
、
仏
教
で
は
、
仏
法
を
守
護
す
る
八
部
衆
の
中
に
あ
る
龍
王
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
天
に
昇
る
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
龍
が
請
雨
と
関
係
す
る
こ
と
か
ら
、
火
災
か
ら
守
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
描
か
れ
た
と
も
言
わ
れ
る
。
京
都
五
山
と
い
っ
た
禅
宗
寺
院
に
は
、
狩
野
探
幽
と
い
っ
た
狩
野
派
系
絵
師
に
よ
る
、
雄
渾
な
姿
の
墨
龍
図
が
今
も
多
く
残
っ
て
い
る
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
が
、
江
戸
時
代
に
は
、
流
派
を
問
わ
ず
、
天
井
画
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
①
相
国
寺
法
堂
狩
野
光
信
筆
「
蟠
龍
図
」
１７
世
紀
②
大
徳
寺
法
堂
狩
野
探
幽
筆
「
雲
龍
図
」
１７
世
紀
③
妙
心
寺
法
堂
狩
野
探
幽
筆
「
雲
龍
図
」
１７
世
紀
④
泉
涌
寺
仏
殿
狩
野
探
幽
筆
「
蟠
龍
図
」
１７
世
紀
（
※
真
言
宗
）
な
お
、
両
寺
院
の
墨
龍
図
の
場
合
、
四
周
を
華
麗
な
飛
天
や
迦
陵
頻
伽
が
讃
嘆
供
養
す
る
図
様
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
構
成
の
先
行
例
と
し
て
は
、
長
谷
川
等
伯
筆
の
大
徳
寺
三
門
や
狩
野
探
幽
が
参
画
し
た
南
禅
寺
山
門
の
天
井
画
が
あ
る
。
更
に
、
江
戸
時
代
後
期
を
代
表
す
る
大
作
と
し
て
は
、
静
岡
浅
間
神
社
の
大
拝
殿
天
井
画
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
絵
を
描
い
た
の
は
、
狩
野
派
の
中
で
も
最
も
格
の
高
い
奥
絵
師
、
浜
町
狩
野
の
寛
信
と
木
挽
町
狩
野
の
栄
信
。
二
階
建
て
の
壮
麗
な
山
門
を
飾
る
に
相
応
し
く
、
典
雅
な
飛
天
や
迦
陵
頻
伽
の
舞
姿
と
迫
力
あ
る
墨
龍
の
見
事
な
競
演
が
、
実
力
派
二
人
の
競
作
に
よ
っ
て
、
華
麗
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
１８る
。
図
２７
、
２８
、
２９
、
３０
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図30 静岡浅間神社栄信筆飛天図 蓮華
図29 静岡浅間神社栄信筆飛天図 笙
図31 龍素描
図32 墨龍図
図33 竹中工務店『絵様集』飛天図（蓮華）
図34 薬師堂飛天図（蓮華）
た
だ
、
飛
天
そ
の
も
の
は
、
奈
良
時
代
前
期
の
法
隆
寺
金
堂
の
長
押
部
分
に
既
に
描
か
れ
て
お
り
、
迦
陵
頻
伽
も
同
様
、
古
く
よ
り
仏
殿
を
荘
厳
す
る
た
め
の
伝
統
的
画
題
と
し
て
、
墨
龍
を
伴
わ
ず
に
描
か
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
更
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
れ
ら
三
体
の
モ
チ
ー
フ
は
、
近
世
の
寺
社
建
築
の
場
合
、
華
麗
に
彩
色
さ
れ
た
装
飾
彫
物
と
し
て
、
手
挟
や
仏
間
の
欄
間
な
ど
に
、
ま
た
神
輿
や
屋
台
な
ど
の
飾
り
物
と
し
て
も
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
２
図
像
そ
れ
で
は
、
龍
、
飛
天
、
迦
陵
頻
伽
と
い
っ
た
各
モ
チ
ー
フ
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
描
か
れ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
再
び
、
前
章
で
見
た
『
下
絵
素
描
集
』
に
注
目
し
た
い
。
す
る
と
、
ま
ず
「
墨
龍
図
」
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
る
図
様
が
、
数
点
目
に
は
い
る
。
そ
れ
は
木
鼻
の
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
描
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
、
龍
の
図
で
あ
る
。
そ
の
引
き
締
ま
っ
た
形
態
、
鋭
く
速
度
感
の
あ
る
運
筆
に
は
、
正
に
天
井
画
の
あ
の
力
強
い
龍
を
連
想
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
更
に
、『
下
絵
素
描
集
』
に
は
、
両
寺
院
の
天
井
画
の
「
墨
龍
図
」
同
様
、
宝
珠
を
握
っ
た
鋭
い
眼
光
の
「
墨
龍
図
」
の
姿
も
み
ら
れ
、
両
者
の
緊
密
な
関
係
性
が
推
察
さ
れ
る
。
図
３１
、
３２
次
に
「
飛
天
図
」
の
場
合
は
、
鞨
鼓
を
撥
で
た
た
く
飛
天
や
、
笙
を
両
手
で
捧
げ
持
つ
よ
う
な
ポ
ー
ズ
の
飛
天
を
反
転
さ
せ
た
図
様
に
近
い
、
飛
天
の
デ
ッ
サ
ン
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
飛
天
の
図
像
は
、『
倭
絵
様
集
』
他
の
雛
型
本
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
、
持
物
も
数
種
類
に
及
び
、
彫
物
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
著
し
い
相
似
性
を
示
す
の
が
、
竹
中
工
務
店
歴
史
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
所
蔵
の
『
絵
様
集
』
に
載
る
「
飛
天
図
」
で
あ
１９る
。
實
相
院
薬
師
堂
の
笙
を
両
手
で
捧
げ
る
飛
天
と
、
蓮
華
を
右
手
に
持
ち
、
左
手
で
天
衣
を
持
つ
飛
天
の
図
様
は
、
し
な
や
か
に
カ
ー
ブ
す
る
ポ
ー
ズ
は
無
論
、『
絵
様
集
』
の
絵
の
飛
天
の
衣
装
に
細
か
い
紋
様
を
施
せ
ば
、
そ
の
ま
ま
、
ぴ
た
り
と
重
な
る
よ
う
な
顕
著
な
相
似
性
が
認
め
ら
れ
る
。
図
３３
、
３４
、
３５
、
３６
－ 7－
図３５ 竹中工務店『絵様集』飛天図（笙）
図３６ 薬師堂飛天図（笙）
な
お
「
迦
陵
頻
伽
図
」
に
関
し
て
は
、
現
存
す
る
『
下
絵
素
描
集
』
の
中
に
は
、
迦
陵
頻
伽
の
雛
型
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
矢
内
高
光
は
、
現
存
す
る『
下
絵
素
描
集
』以
外
に
も
、
大
工
用
彫
物
の
雛
型
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
恐
ら
く
、
そ
う
し
た
雛
型
本
に
載
る
迦
陵
頻
伽
も
写
し
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
大
工
棟
梁
矢
内
高
光
は
、
建
築
の
細
部
を
飾
る
、
こ
う
し
た
木
鼻
や
欄
間
の
装
飾
彫
物
の
デ
ザ
イ
ン
を
、『
倭
絵
様
集
』
な
ど
か
ら
多
数
収
集
し
、
彫
物
用
の
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
活
用
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
両
寺
院
の
大
画
面
天
井
画
制
作
に
際
し
て
は
、
そ
の
図
像
を
、
各
モ
チ
ー
フ
の
衣
装
な
ど
に
変
化
を
付
け
て
着
彩
す
る
な
ど
自
在
に
ア
レ
ン
ジ
し
、
先
行
す
る
天
井
画
を
参
考
に
、
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
て
完
成
さ
せ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
と
め
本
稿
に
お
い
て
は
、
大
工
棟
梁
、
柏
木
右
忠
郎
藤
原
頼
光
（
矢
内
高
光
）
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
大
蔵
寺
及
び
實
相
院
薬
師
堂
の
天
井
画
を
紹
介
し
、
大
工
棟
梁
に
よ
る
絵
画
制
作
と
い
う
珍
し
い
作
例
の
制
作
方
法
に
つ
い
て
、
主
に
、
そ
の
図
像
ル
ー
ツ
を
近
世
期
に
多
数
出
版
さ
れ
た
『
倭
絵
様
集
』
と
い
っ
た
建
築
技
術
書
と
の
関
係
か
ら
探
る
試
み
を
し
た
。そ
の
結
果
、
以
下
の
事
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
１
柏
木
右
忠
郎
藤
原
頼
光
（
矢
内
高
光
）
は
、
大
工
と
い
う
本
業
以
外
に
、
自
ら
画
工
と
称
す
る
程
、
絵
画
制
作
に
も
積
極
的
で
、「
玉
峰
齊
」
と
落
款
す
る
、
い
く
つ
か
の
絵
画
作
品
を
残
し
て
い
る
。
２
大
蔵
寺
及
び
實
相
院
天
井
画
は
、
柏
木
右
忠
郎
藤
原
頼
光
（
矢
内
高
光
）
が
、『
倭
絵
様
集
』
と
い
っ
た
建
築
関
係
の
技
法
書
に
載
る
、
主
に
建
築
装
飾
関
係
の
雛
型
の
図
様
を
巧
み
に
ア
レ
ン
ジ
し
、
先
行
作
例
を
参
考
と
し
て
描
か
れ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
今
後
の
課
題
１
柏
木
右
忠
郎
藤
原
頼
光
に
関
し
て
は
、
本
稿
で
は
触
れ
る
に
止
ま
っ
た
「
土
佐
永
信
」
と
の
関
係
、
及
び
彼
の
現
存
作
例
に
関
し
て
も
、
今
後
調
査
を
続
行
し
、
そ
の
絵
画
制
作
の
実
態
を
よ
り
明
確
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。
２
天
井
画
と
い
っ
た
絵
画
制
作
と
大
工
用
彫
物
デ
ザ
イ
ン
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
よ
り
広
範
囲
に
、
江
戸
時
代
後
期
の
寺
社
建
築
に
関
す
る
情
報
を
収
集
調
査
し
、
大
蔵
寺
及
び
實
相
院
薬
師
堂
の
作
例
が
、
特
異
な
事
例
に
と
ど
ま
る
か
、
あ
る
い
は
一
定
の
普
遍
化
が
可
能
か
、
と
い
っ
た
観
点
か
ら
も
考
え
て
い
き
た
い
。
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【
表
１
】
大
蔵
寺
外
陣
天
井
画
本
堂
外
陣
（
畳
敷
）
格
天
井
「
花
鳥
図
」
板
絵
彩
色
５４
図
各
４８
・
５
×
４６
・
０
銘
記
「
天
保
十
五
甲
辰
卯
月
」
落
款
「
相
模
國
半
原
住
藤
原
頼
光
畵
」
印
朱
文
方
印
「
藤
原
頼
光
」
【
表
２
】
大
蔵
寺
内
陣
天
井
画
本
堂
内
陣
鏡
天
井
「
墨
龍
図
」
板
絵
墨
画
彩
色
１
面
落
款
「
永
信
」
印
「
頼
光
」
本
堂
内
陣
鏡
天
井
「
飛
天
図
」
板
絵
彩
色
４
面
落
款
「
東
都
圡
佐
永
信
筆
」
朱
文
方
印
「
藤
原
頼
光
」
【
表
３
】
實
相
院
薬
師
堂
天
井
画
鏡
天
井
「
墨
龍
図
」
板
絵
墨
画
彩
色
１
面
鏡
天
井
「
飛
天
・
迦
陵
頻
伽
図
」
板
絵
彩
色
６
面
落
款
「
永
信
藤
原
頼
光
畵
」
印
「
藤
原
頼
光
」
鏡
天
井
「
宝
相
華
唐
草
図
」
板
絵
彩
色
２
面
〔
図
版
出
典
〕
図
１
〜
９
筆
者
撮
影
図
１０
井
上
久
美
子
氏
撮
影
図
１１
筆
者
撮
影
図
１２
〜
１９
井
上
久
美
子
氏
撮
影
図
２０
〜
２６
鈴
木
光
雄
氏
写
真
複
写
図
２７
〜
３０
静
岡
浅
間
神
社
フ
ィ
ル
ム
借
用
図
３１
〜
３２
鈴
木
光
雄
氏
写
真
複
写
図
３３
〜
３４
筆
写
撮
影
図
３５
〜
３６
井
上
久
美
子
氏
撮
影
註１
『
神
奈
川
近
世
社
寺
建
築
調
査
報
告
書
』
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
１９９３
年
参
照
。
高
橋
恒
夫
『
近
世
在
方
集
住
大
工
の
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版
社
２０１０
年
参
照
。
２
西
和
夫
「
相
模
国
愛
甲
郡
半
原
村
の
大
工
―
大
工
人
数
の
確
認
と
大
工
仲
間
議
定
書
の
紹
介
―
」『
近
世
建
築
の
生
産
組
織
と
技
術
』
中
央
公
論
美
術
出
版
１９８４
年
参
照
。
３
鈴
木
光
雄
『
半
原
宮
大
工
矢
内
匠
家
匠
歴
譜
』
神
奈
川
新
聞
社
２００９
年
参
照
。
２０１８
年
３
月
刊
行
予
定
の
『
津
久
井
町
史
文
化
遺
産
編
』
の
為
の
調
査
は
、２０１６
年
４
月
よ
り
開
始
さ
れ
、
筆
者
は
そ
の
天
井
画
と
絵
馬
に
関
す
る
調
査
、
及
び
執
筆
を
委
託
さ
れ
、
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
。
ま
た
、
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
大
蔵
寺
及
び
實
相
院
の
ご
住
職
並
び
に
檀
家
の
方
々
に
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
４
筆
者
が
今
回
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、
相
模
原
市
の
津
久
井
地
区
の
他
、
以
前
調
査
し
た
秦
野
市
平
塚
市
、
及
び
厚
木
市
の
一
部
寺
社
に
お
い
て
、
筆
者
名
の
明
ら
か
な
も
の
は
、
井
上
五
川
や
東
川
斎
藤
原
美
信
と
い
っ
た
、
在
地
な
い
し
、
狩
野
派
系
の
専
門
絵
師
で
、
そ
の
他
の
作
品
に
は
墨
書
銘
が
判
読
で
き
な
い
も
の
や
、
落
款
の
無
い
も
の
も
あ
っ
た
。『
秦
野
市
の
絵
画
』
寺
院
神
社
編
秦
野
市
教
育
委
員
会
２００５
年
参
照
。
５
普
請
棟
札
「
卍
奉
再
建
不
動
尊
本
堂
一
宇
天
保
十
四
癸
卯
龍
集
次
四
月
廿
三
日
相
州
愛
甲
郡
半
原
村
住
人
大
棟
梁
藤
原
朝
臣
柏
木
右
忠
郎
頼
光
次
工
辺
同
門
弟
中
以
下
略
」
鈴
木
光
雄
『
半
原
宮
大
工
矢
内
匠
家
匠
歴
譜
』
神
奈
川
新
聞
社
２００９
年
参
照
。
６
三
作
例
の
作
風
の
比
較
検
討
が
必
要
だ
が
、
今
回
取
り
上
げ
る
「
墨
龍
図
」
と
「
飛
天
図
」
と
「
花
鳥
図
」
は
形
式
も
主
題
も
か
け
離
れ
て
い
る
の
で
、
落
款
と
印
章
の
問
題
に
絞
り
検
討
し
た
。
ち
な
み
に
、
格
天
井
の
花
鳥
画
は
、
画
面
が
小
さ
く
、
図
像
的
制
約
も
少
な
い
の
で
、
本
格
的
な
技
術
訓
練
を
受
け
た
狩
野
派
の
よ
う
な
絵
師
で
な
く
と
も
、
制
作
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
７
棟
札
「
于
時
弘
化
四
年
丁
未
歳
九
月
吉
祥
日
相
州
愛
甲
郡
半
原
村
大
棟
梁
柏
木
右
忠
頼
光
」（１８４７
）
８
柏
木
右
忠
郎
頼
光
の
名
称
に
関
し
て
は
、
彼
の
か
か
わ
っ
た
棟
札
等
を
参
照
す
る
と
、
他
に
、
右
兵
衛
（
祖
父
右
兵
衛
安
則
の
名
称
を
継
い
だ
も
の
と
推
定
さ
れ
る
）
右
忠
な
ど
が
あ
る
。
９
立
川
流
初
代
、
立
川
小
兵
衛
富
房
（１６９５
〜１７７４
）
は
江
戸
本
所
深
川
に
居
住
し
、
幕
府
御
用
大
工
平
内
大
隅
流
か
ら
分
派
し
て
、
初
代
立
川
流
を
創
始
し
た
。
立
川
流
を
伝
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授
さ
れ
た
と
さ
れ
る
、
諏
訪
の
立
川
和
四
郎
富
棟
（１７４４
〜１８０７
）
は
、
諏
訪
神
社
な
ど
諏
訪
地
方
に
お
け
る
活
動
以
外
で
も
、
静
岡
浅
間
神
社
の
華
麗
な
建
築
彫
物
で
有
名
で
あ
る
。
１０
註
３
の
鈴
木
光
雄
『
半
原
宮
大
工
矢
内
匠
家
匠
歴
譜
』
神
奈
川
新
聞
社
２００９
年
参
照
。
１１
江
戸
時
代
、
専
門
絵
師
に
師
事
す
る
場
合
、
狩
野
派
が
一
般
的
で
あ
る
の
に
、
京
都
を
拠
点
と
す
る
土
佐
派
に
師
事
し
た
点
に
も
疑
問
が
残
る
。
ま
た
、
倭
絵
系
の
流
派
と
し
て
は
、
江
戸
に
は
、
土
佐
派
か
ら
分
派
し
た
住
吉
派
が
勢
力
を
持
っ
て
お
り
、
幕
府
関
係
の
仕
事
に
も
参
画
し
て
い
た
の
は
、
住
吉
派
で
あ
っ
た
。
１２
江
戸
中
期
以
降
、
大
工
の
建
築
技
術
を
図
解
し
た
『
倭
絵
様
集
』
や
『
大
工
手
鏡
』『
大
工
雛
形
』
な
ど
の
パ
タ
ー
ン
集
が
数
多
く
出
版
さ
れ
た
。
各
種
建
造
物
の
全
体
的
な
設
計
図
や
部
材
の
比
例
、
虹
梁
、
木
鼻
、
蟇
股
な
ど
の
紋
様
や
彫
物
の
意
匠
な
ど
を
、
具
体
的
な
図
で
示
し
た
も
の
で
、
近
世
期
の
大
工
技
術
の
向
上
と
普
及
に
役
立
っ
た
。
祖
父
安
則
が
伝
授
さ
れ
た
と
の
伝
承
を
持
つ
、
立
川
流
の
初
代
立
川
冨
房
が
、
宝
暦
十
三
年
（１７６３
）
に
出
版
し
た
の
が
、『
倭
絵
様
集
』
で
あ
る
。
１３
恐
ら
く
、
源
氏
物
語
を
執
筆
中
の
紫
式
部
を
描
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
１４
釈
迦
、
阿
弥
陀
、
薬
師
、
観
音
な
ど
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
尊
像
だ
け
で
な
く
、
大
日
如
来
と
い
っ
た
、
密
教
系
の
尊
格
が
描
か
れ
て
い
る
所
に
特
色
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
白
描
図
像
を
参
照
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
１５
『
下
絵
素
描
集
』
の
写
真
閲
覧
、
掲
載
に
関
し
て
は
、
鈴
木
光
雄
氏
に
格
別
の
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
１６
「
聖
徳
太
子
孝
養
像
」
の
下
図
と
近
似
す
る
図
様
が
写
本
系
の
「
彫
物
絵
様
集
」
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
下
図
も
彫
物
デ
ザ
イ
ン
の
写
し
の
可
能
性
が
高
い
。『
日
本
建
築
古
典
叢
書
』
９
大
龍
堂
書
店
１９９１
年
参
照
。
１７
「
聖
徳
太
子
孝
養
像
」（
聖
徳
太
子
は
大
工
職
人
の
講
の
守
護
神
）
掛
軸
二
幅
落
款
「
矢
内
高
光
」
１８
静
岡
浅
間
神
社
大
拝
殿
天
井
画
の
調
査
に
関
し
て
は
、
静
岡
浅
間
神
社
、
宮
司
櫻
井
豊
彦
氏
、
文
化
財
課
長
宇
佐
美
洋
二
氏
に
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
１９
竹
中
工
務
店
歴
史
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
所
蔵
の
『
絵
様
集
』
の
調
査
及
び
写
真
撮
影
と
掲
載
に
関
し
て
は
、
竹
中
工
務
店
歴
史
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
津
倉
民
哉
氏
、
角
谷
千
章
氏
他
、
関
係
者
の
方
々
に
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
－ 10 －
